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●概要

木津川下流の伐採区域 （Ｈ１２年度）

箇所の選定：洪水の流下に支障がある場合

時期の決定：生態系への影響を考慮して決定

対象樹木 ：幹周り、樹木高、伐木頻度を考慮して決定

伐木方法 ：除根、整地、除草は必要最小限とする

伐木の処分：再資源化による処理を試行実施

洪水の妨げが大きいものを中抜き的に伐木 切株を残し、動物のかくれがを確保

■河道内樹木伐採の考え方
伐採方法について検討を行い実施する。

●委員会等からの意見
（基礎原案への意見）
河道内樹木の伐採と管理についての考え方と方針はいずれも概ね適切である。
整備にあたっては以下の点に配慮して実施することが望まれる。
・生物の生息・移動環境を保全するため河道外の河畔林や樹林帯との連続性を考慮した管
理を行うべきである。河川敷において種を維持する動物の生息情報がある場合、実地調査と
学識経験者などの意見を聴きながら行うこと。
・環境配慮の視点に立っても治水上支障となる樹木の伐採は必要であり、どの程度、樹木が
存在すれば、洪水時の疎通能力を阻害するかを明確にして実施するべきである。
・河道内樹木については、水辺林、高水敷林、河畔林等に分けて考えるべきである。
・外来樹木（ニセアカシア、トウネズミモチ、シンジュなど）は伐採すること。
・大臣管理区間か否かに関わらず、治水上伐採する必要がある場合は、速やかに実施ある
いは実施のための指導・支援を行うべきである。
（基礎案への意見）【琵琶湖部会】
「野洲川伐木基準（案）」が、ともかくも作られたことは、取り敢えず評価できる。但し、根固め
部に繁茂するヤナギ林などについては、近年その洪水対策としての有効性を論じる人々もあ
るので、それらの意見を充分に聞き、従来とは異なった「治水」の実をあげるよう、充分な考
察を行う必要がある。
また、野洲川以外についても、直轄区間のみに留まらず、少なくとも「検討」を行うべきである。
（木津川上流環境研究会：河道内樹林ＷＧ）
木津川・服部川の上野遊水地周辺では河道勾配が緩く、近年、河道内には竹林が多く繁茂
しているため、河道内樹林繁茂と堆積土砂の関連性について十分な調査・検討を行い実施
する必要がある。
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●委員会等からの意見
（基礎原案への意見）
河道内樹木の伐採と管理についての考え方と方針はいずれも概ね適切である。
整備にあたっては以下の点に配慮して実施することが望まれる。
・生物の生息・移動環境を保全するため河道外の河畔林や樹林帯との連続性を考慮した管
理を行うべきである。河川敷において種を維持する動物の生息情報がある場合、実地調査と
学識経験者などの意見を聴きながら行うこと。
・環境配慮の視点に立っても治水上支障となる樹木の伐採は必要であり、どの程度、樹木が
存在すれば、洪水時の疎通能力を阻害するかを明確にして実施するべきである。
・河道内樹木については、水辺林、高水敷林、河畔林等に分けて考えるべきである。
・外来樹木（ニセアカシア、トウネズミモチ、シンジュなど）は伐採すること。
・大臣管理区間か否かに関わらず、治水上伐採する必要がある場合は、速やかに実施ある
いは実施のための指導・支援を行うべきである。

平成１７年８月 撮影

埋設種子から
の出芽や残っ
た根から萌芽し
たと考えられる

ハリエンジュ

平成１７年 ８月
伐採箇所で２ｍ程度の個体が広く繁茂 確認

●進捗状況報告（猪名川）
○経緯
平成６年度 河川水辺の国勢調査でハリエンジュの生育が確認 群落面積 0.13ha
平成11年度 河川水辺の国勢調査 群落面積 0.49ha 
平成16年 台風２３号で 多くのハリエンジュが倒れる

河川管理施設への影響を考慮し倒木処理と伐採撤去を実施
平成１７年 ８月 現地で２ｍ程度の個体が繁茂確認

台風２３号後（１０月２５日） ハリエンジュの倒れている状況

ハリエンジュは根が浅いため、台風２３号の

洪水により多くの木が倒れた

平成１７年４月 撮影

倒木撤去・伐採除根実施後

●今後の見通し等
繁茂している状況を放置すれば、ハリエンジュは、生育が早く、河川管理上の支障となる
ので、どのような伐採方法、除根方法等を実施すれば良いか、またどのように処置すれば、
コスト縮減を図れるか等を試験的に実施し、モニタリング調査を実施し、最適な伐木基準案
を検討する。
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河道内堆積土砂等の管理

●具体的な整備内容

定期的に河道形状の把握を実施し、流水阻害
になる体積土砂の浚渫を実施する。なお、実施
にあたっては、住民・住民団体の意見も聞き、
生物の生息・生育環境を配慮して実施する。

なお、淀川の場合9.8～26.2kmの内、局所的な
堆砂による流下阻害箇所及び船着き場完成区
間の航路を確保する必要のあるところについて
は、浚渫を実施する。

その際コンクリート用骨材として利用可能な区
間は砂利採取規制計画に明記して、資源の有
効活用の観点から砂利採取を認める。

●スケジュール

新たな方法を検討

●検討・実施内容

○河床変動調査

河川の縦横断測量を行い堆積土砂の状況
を把握する。

●概要

実施

H15 H17 H19 H23H21 H25

■河床変動の確認

河道の流下能力、河床変動等の状況及び傾向を把握し、適切な河道管理を行う。

－横断図、縦断図を
重ねた参考例－
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■整備効果
１．河道内の堆積土砂を掘削することにより、河道の流下能力確保を行う。

２．特に、１０ｋｍ付近における堆積土砂を採取し、淀川大堰の閉鎖機能を恒久的 に維持させる
ものとする。

３．緊急船着場完成区間で水深の浅い箇所では、堆積土砂を掘削し、常時水深 の確保を進める
ことにより、舟運の促進が図れる。

４．なお、掘削に当たってはコンクリート用骨材として利用可能なものについては 砂利採取許可を
行い、資源の有効活用及び掘削経費の節減を図る。

（淀川の場合）
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安全利用のための対応

●具体的な整備内容

河川敷へのアクセス改善（バリアフリー化
等）を継続実施する。 なお、河川利用者の
安全確保を目的に設置した、河川敷及び堤
防天端のバイク止め等が、自転車や車椅
子の快適な通行を阻害していることから、
バイク止めの構造・設置方法について検討
する。

●スケジュール

主に公園区域で実施

●検討・実施内容

○実施にあたっては背後地の状況や地域
要望等を踏まえ実施する。

○既存の坂路、階段等でバリアフリーを考
慮していない施設や老朽化している施設は
改築・補修に合わせ実施する。

●概要

H15 H17 H19 H23H21 H25

継続実施

継続実施

手すり付き階段

飛び出し防止施設緩傾斜坂路

■河川敷へのアクセス改善の実施事例

障害者の方やお年寄り、幼児など誰もが安全・容易に河川へアクセスできるように、坂路の
緩傾斜化や階段の手摺の設置などバリアフリー化に努める。

車椅子の通行に配慮した坂路の整備（淀川の事例）
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●概要

■バリアフリー化
河川にアクセスする坂路や階段などをバリアフリー化することによって、利用者を選択せず、健康や体力の向上
や憩いの場としての河川利用が促進される。また、沿川の福祉・医療施設が医療やリハビリに利用することが出
来る。

坂路：拡幅及び勾配を緩くすることや舗装を行うことにより、車椅子や高齢者の方々が通行しやすいようになる。

階段：階段に、手すりの設置、低段差化などを行うことにより、堤防への上り下りが容易になる。

また、堤防天端や進入路などには、バイク等の侵入や不法走行を防止するため、車止めを設置しているが、歩
行者や自転車等がよりスムーズに通行できるよう、メンテナンスフリーとあわせて施設の改善を検討していく。

車止めの改善例（車椅子等の通行に配慮）

●委員会等からの意見
河川敷へのアクセスのバリアフリー化に際しては、継続実施、検討を推進するべきであるが、
河川の生態系保全、自然再生の見地から過度の整備は差し控えるべきである。
河川敷へのアクセスのバリアフリー化に際しては河川の生態系保全、自然再生の見地から
過度の整備は差し控えるべきである。整備にあたっては以下の点に配慮して実施する必要
がある。
・住民や利用者とくに障害者などの意見が反映されることが望まれる。
・公園的利用を促進するような安易な整備は避けるべきである。
・整備によりバイク等が入り歩行者や河川敷の生物に影響がでないようにするため、車椅子
は入れるが、バイクの侵入は防止できるような車止め等の研究・開発が必要である。

●進捗状況報告
継続実施中
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●横断図

稲津継続部分

高水敷散策路整備状況

捨石設置状況

高水敷整備前

●整備効果

平成６年度より整備してきた当該地区上流の「唐橋公園」付近の整備済み区間において、
水辺に親しむ空間として広く市民に利用されている。また、不法駐車の是正対策も兼ねて整
備したことにより、河川環境の改善にも効果があった。現在、散策路は自転車等による通勤・
通学路として利用する人も増えている。

不法駐車の是正
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●提案理由（代替案含む）

瀬田川は、琵琶湖と京阪神経済圏を貫流する淀川との接点に位置し、自然・社会・歴史的
に重要な存在である。

瀬田川周辺には、石山寺・建部大社・立木観音や瀬田唐橋・旧南郷洗堰といった歴史・文化
的遺産が点在し、大日山や鹿跳といった美しい山水風景をかもしだす箇所も有している。これ
らは、瀬田川の清流と調和して、四季折々において人々の心にしみいる風景を創り出してい
る。

唐 橋 石山寺

旧南郷洗堰 建部大社

河川沿いには歩道のない幹線道路が走り危険であり、人が川に近づきにくい状況である。

そこで、瀬田川環境整備を進めることによって瀬田川とその水辺、そして周辺
の自然・歴史・文化的資源とが織りなす景観の資源的価値を高め、瀬田川の清
流と沿川の美しい風景のなかで遊びくつろぎ、ゆっくりと去りゆく時を心ゆくまで
満喫できる河畔創造を図る。また、瀬田川の美しい河畔景観を後世へと継承し
ていくため、水辺景観の構成要素となる植生等水辺生態系の創出を図る。
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●概要

（仮称）

■水難事故防止協議会（仮称）の設置

河川管理者、沿川地方公共団体、警察署、消防署、学校関係者、ＮＰＯ、河川利用者等を
メンバーとした「淀川水難事故防止協議会（仮称）」を設立し、水難事故、水難事故防止のた
めの点検や広報活動、水難事故連絡体制に関する事項等を検討していき、安全で快適な河
川利用についての情報を広くＰＲしていく。

●委員会等からの意見
（基礎原案への意見）
水難事故防止対策の継続的検討、対策の実施、協議会の設置は推進する必要がある。
以下の点に配慮して、実施・検討する必要がある。
・水難事故の事例分析を行い今後の対策の基礎とすること。
・垂直護岸の安全対策の検討など河川構造や管理のあり方の研究が必要である。
（基礎案への意見）
水難事故の防止は、河川環境学習の取り組み、河川レンジャー制度、河川保全利用委員会、
水害に強い地域づくり協議会、学校教育・高齢者福祉行政等との連携の枠組みの中で実施
できるのではないかと考える。
水難事故は、往々にして河川という自然についての理解の不足または欠如、自己の能力過
信または判断の誤り、危険情報の軽視や無視、地元住民とのコミュニケーション不充分など
が原因で発生することが多い。住民が普段から河川と付き合い、河川維持管理や河川体験
学習に参加し、河川レンジャーや水害につよい地域づくり協議会などの活用によって、普段
から住民相互が河川の特性、気象などについて学び、語り合う機会や場を設け理解を深め
ることが重要である。
水難事故防止協議会の設置については、上記の各施策・制度等の併用や連携について十
分検討することが必要である。また、名称については、「河川安全利用推進協議会」が望まし
い。河川改修や河川施設の整備にあたっては、過去の水難事故の発生原因の調査・検討を
踏まえ、ハード・ソフト両面からの危険性評価に関する知見の蓄積と技術向上が重要である。

●進捗状況報告
継続実施中（計画－１と同時）
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●概要

■不法投棄防止協議会（仮称）の設置事例

●委員会等からの意見
河道内ゴミの処理、不法投棄の防止は、緊急に実施する必要がある。
以下の点に配慮して、実施・検討する必要がある。
・監視カメラによる夜間監視も検討するべきである。
・美化・清掃活動および塵芥処理、罰則強化などの対策だけではなく、地域住民とともにゴミ
マップを作成するなど協働に向けたソフト的取組みも必要である。

●進捗状況報告
清掃活動・塵芥処理・河川巡視を継続実施
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●概要

監視カメラ（ＣＣＴＶ）
の設置状況

河川巡視の状況

●委員会等からの意見
テロによるダム等河川管理施設や橋梁の破壊、水質汚染などを防止する事業を強化する必
要がある。以下の点に配慮して、実施するべきである。
・危機管理情報に関する伝達体制の確立、並びに危機管理マニュアルの整備、想定演習の
実施
・不審物・不審浮遊物に対する河川区域の巡視点検

●進捗状況報告
継続実施中


